
JP 2010-90271 A5 2011.10.20

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年10月20日(2011.10.20)

【公開番号】特開2010-90271(P2010-90271A)
【公開日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2008-261375(P2008-261375)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月2日(2011.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット記録方式で、インク非吸収性または低吸収性の記録媒体上に水性インク
組成物の液滴を吐出して画像を形成する第１の工程と、
　少なくとも前記第１の工程時において、前記記録媒体上の前記水性インク組成物を乾燥
させる第２の工程と、を含む印刷方法であって、
　前記水性インク組成物は、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、テトラメチル尿素、およびジ
メチルスルフォキシドから選ばれる少なくとも１種と、水不溶性の着色剤と、水溶性樹脂
と、熱可塑性樹脂粒子と、シリコン系界面活性剤と、アセチレングリコール系界面活性剤
と、浸透剤と、保湿剤と、水と、を含有し、
　前記水性インク組成物中における前記Ｎ－メチル－２－ピロリドン、前記テトラメチル
尿素、および前記ジメチルスルフォキシドの含有量の合計は、３．０質量％～１０．０質
量％であり、
　前記水性インク組成物中における前記浸透剤の含有量は、３．０質量％～８．０質量％
であり、
　前記水性インク組成物中における前記保湿剤の含有量は、５．０質量％～１０．０質量
％であることを特徴とする、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第２の工程は、前記記録媒体を４０℃～８０℃に加熱する工程および前記記録媒体
上の前記水性インク組成物に４０℃～８０℃の風を吹きつける工程、の少なくとも一方を
含む、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
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　前記熱可塑性樹脂粒子は、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、テトラメチル尿素、およびジ
メチルスルフォキシドから選ばれる少なくとも１種を溶媒としたときに膨潤または溶解す
る、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項において、
　前記浸透剤は、１，２－ヘキサンジオールである、インクジェット記録方式の印刷方法
。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項において、
　前記保湿剤は、プロピレングリコールである、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項において、
　前記水性インク組成物中における前記シリコン系界面活性剤の含有量は、０．１質量％
～１．５質量％である、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれか一項において、
　前記水性インク組成物中における前記アセチレングリコール系界面活性剤の含有量は、
０．１質量％～１．０質量％である、インクジェット記録方式の印刷方法。
【請求項８】
　インク非吸収性または低吸収性の記録媒体上にインクジェット記録方式で吐出され、吐
出時および吐出後の少なくとも一方において、前記記録媒体上で乾燥される水性インク組
成物であって、
　前記水性インク組成物は、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、テトラメチル尿素、およびジ
メチルスルフォキシドから選ばれる少なくとも１種と、水不溶性の着色剤と、水溶性樹脂
と、熱可塑性樹脂粒子と、シリコン系界面活性剤と、アセチレングリコール系界面活性剤
と、浸透剤と、保湿剤と、水と、を含有し、
　前記水性インク組成物中における前記Ｎ－メチル－２－ピロリドン、前記テトラメチル
尿素、および前記ジメチルスルフォキシドの含有量の合計は、３．０質量％～１０．０質
量％であり、
　前記水性インク組成物中における前記浸透剤の含有量は、３．０質量％～８．０質量％
であり、
　前記水性インク組成物中における前記保湿剤の含有量は、５．０質量％～１０．０質量
％であることを特徴とする、水性インク組成物。
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